
1-2 ロープの結びと用具の使い方
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）
カ
ウ
ン
タ
ー
ロ
ー
プ

　
　
　
　
　
　

支
点
の
回
収
技
術

　

レ
ス
キ
ュ
ー
活
動
で
の
支
点
回
収
は
、
非
常
に
高

度
な
技
術
に
属
す
る
の
で
ガ
イ
ド
以
外
で
使
用
す
る

こ
と
は
お
勧
め
で
き
な
い
。こ
こ
で
記
述
す
る
の
は
、

そ
の
中
で
も
、
も
っ
と
も
難
し
い
カ
ウ
ン
タ
ー
ロ
ー

プ
の
支
点
回
収
技
術
で
あ
る
。
こ
れ
は
協
会
の
桐
生

茂
会
員
に
よ
っ
て
考
案
さ
れ
て
い
る
。

（
セ
ッ
ト
）

　

シ
ャ
ン
ト
を
用
い
た
支
点
回
収
シ
ス
テ
ム
を
セ
ッ

ト
し
、
回
収
側
ロ
ー
プ
末
端
に
ロ
ー
プ
の
通
る
位
の

結
び
を
作
る
。
こ
の
結
び
に
カ
ウ
ン
タ
ー
ロ
ー
プ
を

通
し
カ
ラ
ビ
ナ
二
枚
の
間
に
セ
ッ
ト
す
る
。

（
回
収
）

　

カ
ウ
ン
タ
ー
ロ
ー
プ
と
し
て
使
用
し
た
後
に
、
引

き
抜
き
の
端
部
に
結
び
目
を
つ
け
て
引
く
と
、
カ
ラ

ビ
ナ
、
支
点
用
の
ロ
ー
プ
全
て
が
回
収
出
来
る
。

　

左
図
は
、
シ
ャ
ン
ト
を
使
用
し
た
回
収
シ
ス
テ
ム

で
、
ロ
ー
プ
径
が
限
定
さ
れ
る
（10

～11

㎜
径
）

こ
と
に
注
意
す
る
。

　

同
様
の
こ
と
が
、
シ
ェ
ー
ズ
ガ
ン
ス
の
場
合
に
も

行
う
こ
と
が
出
来
る
。
こ
の
際
に
は
細
引
き
（
カ
ウ

ン
タ
ー
に
使
用
す
る
の
で
ダ
イ
ニ
ー
マ
製
が
よ
い
）

も
使
用
で
き
る
。
下
図
が
そ
の
例
で
あ
る
。

カウンターロープ支点の回収技術　①

使用は、シャントと１０～１１φのロー

プである。

カウンターロープ支点の回収技術　②

シェーズガンスを利用したシステム。この場合には

細引きの使用も可能である。しかし、カウンター支

点として使用するには、ダイニーマ製の荷重強度に

耐えうるものを使用しなくてはならない。
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